
コンポジットレジン修復のエポックメーキングとし
ては、1960年代にbis‑GMAが登場することでモノマー
組成が大きく変更され、1970年代に登場した光重合技
術によって臨床使用が飛躍的に容易になったことが挙
げられる。その後、1980年代からはフィラーの微細化
と高密度充填に開発努力が傾注され、ナノサイズある
いは機能性フィラーを含有する製品が市販されるよう
になった。
このように、コンポジットレジンを用いた直接修復

への期待の高まりは、審美性の向上を求めて良好な研
磨性や光拡散性を求めることにつながった。また、コ
ンポジットレジンの開発方向のひとつとして、レジン
ペーストの操作性を従来の製品とは一線を画すまで変
更したレジン製品群としてフロアブルレジンが登場し
た。
フロアブルレジンは、ペーストの “流れる”という特

性に着目し、この性質を意図的に製品の臨床使用にお
ける特長とした製品である。しかも、かつてのフロア
ブルレジンが機械的性質に劣り、臼歯部咬合面への応
用が困難であったというイメージを払拭するクリア
フィル マジェスティESフローが市販された（図1）。
手になじむ適度な大きさのシリンジという製品形態

で供給され、充填に際してはニードルタイプのアプリ
ケータを用いるため、ペーストを直接窩洞に填塞する
ことも可能である。臨床使用の簡便さ、あるいは適応

症の多様化を可能にするものでもあり、その臨床使用
頻度は高いものと考えられる。
もちろん、簡便操作でありながら確実な歯質接着性

が得られるクリアフィル ボンドSE ONE（図2）が大き
な支援になっており、これらの併用が、今後のフロア
ブルレジンを用いた臨床に大きな変革をもたらすもの
と期待される。

■ 2. フィラー技術による機械的性質の向上
フロアブルレジンの適応症を考える上で、その機械

的性質は重要な考慮事項となる。開発当初のフロアブ
ルレジンでは、レジンペーストの流動性付与のために、
フィラー含有量を低くするとともに希釈モノマーを増
加させていた。しかし、フィラー含有量の低下は、機
械的性質の低下につながるとともに、重合収縮が問題
となるところから、C‑ファクターが大きな窩洞ではラ
イニングとして用いるに留める必要があった。一方、
相対的にレジン成分が多いために、逆に重合収縮応力
が比較的小さくなり、窩壁への応力集中が少なくなる
という利点も論じられた。その後、フロアブルレジン
の臨床応用の拡大によって、流れるという特性は残し
ながらも、フィラーの微細化とともにこれを高密度充
填するように、製品の開発方向が設定されるようにな
り、各メーカーがその技術力を発揮するところとなっ
ている。
クリアフィル マジェスティESフローは、サブミクロ
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診療効率の高い新感覚フロアブルレジン
「クリアフィル® マジェスティ® ESフロー」の
特長とその臨床応用について

日本大学歯学部保存学教室修復学講座　宮崎真至／黒川弘康／辻本暁正

■ 1. フロアブルレジンの臨床応用の拡大

クリアフィル®マジェスティ® ESフロー特 集

図1 クリアフィル マジェスティESフロー 図2 クリアフィル ボンド SE ONE
図3 機械的強度にとどまらず、臨床で要求されるあらゆ
る性質を兼ね備えたフロアブルレジンといえる。
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ンサイズの極めて微細なフィラーを採用するとともに、
独自の技術でクラスター化した球状フィラーを混合す
ることによって、機械的強度、操作性、光沢性そして
色調適合性など、これまでのフロアブルレジンでは実
現が困難であった性質を叶えるものとなっている（図
3）。
他の市販製品と比較しても、微細なフィラー形状と

ともにクラスターフィラーの充填が、いかに緻密かが
理解できる（図4、5）。
さらに、フロアブルレジンの曲げ強さは100MPaを超
える製品が多くなり、これはセミハイブリッドタイプ
として分類されているユニバーサルタイプのコンポ
ジットレジンとほぼ同等あるいはそれ以上の値である
（表1）。
クリアフィル マジェスティESフローは、ユニバーサ
ルタイプのコンポジットレジンと比較しても、その機
械的強度はトップクラスに位置づけられ、幅広い臨床
応用にも耐えうると期待される。臨床的には、経時的
な表面劣化として問題となる耐摩耗性が気になるとこ
ろである。この点においても、クリアフィル マジェス
ティESフローは、高密度充填されているフィラーとそ
の形状とを考えると、現在市販されているコンポジッ
トレジンの中でもトップクラスの性能を示すものと考
えられる。 

フロアブルレジンは、シリンジあるいはコンピュー
ルのいずれかで供給され、金属あるいはプラスチック
チップを用いて充填される。したがって、器具到達が
難しい舌側面窩洞あるいは比較的小さい窩洞などの充
填に適している。しかし、ここで注意しなくてはいけ
ないのが、同じフロアブルレジンであっても、製品に
よってその流動性（フロー）には大きな違いがあるとい
う点である。また、そのフローの程度は、これが充填
される窩洞環境としての温度あるいは窩洞への充填に
先立って行われているボンディング処理の影響も受け
る。したがって、臨床使用にあたっては自身の使用す
る製品の特性を理解することも大切である。
臨床的には、押出しが軽く、しかもその後の“キレ”が
良いレジンペーストが望まれる。クリアフィル マジェ
スティESフローは、窩洞に充填したときには、窩洞内
の目的の部分にペーストが留まっているので、窩洞外
に洩出する心配が無く、操作に余裕を持つことができ
る。また、探針状の充填器でペーストを賦形しようと
すると、思い描いたイメージでペーストが流動する。
このように、充填した窩洞に留まるとともに、器具操
作によって適度な流動性を示す性質は、臨床的観点か
らは極めて望ましい性質であり、解剖学的形態の付与
に生かされるものである。
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表1 フロアブルレジンの機械的性質（曲げ強さ、曲げ弾性率）

図4 クリアフィル マジェスティESフローでは、極めて微細な無機フィ
ラーを採用するとともに、クラスター化したフィラーを用いることで、
ペーストの操作性が向上するとともに研磨性と色調適合性という審美性を
も両立することが可能となった。

×5,000 ×20,000

■ 3. 流動性で異なる臨床操作性

Clearfil Majesty ES Flow

他社製品A

他社製品B

他社製品C

他社製品D

他社製品E

曲げ強さ：MPa
平均（標準偏差）

152.1（10.0）

115.5 （5.8）

116.2（13.3）

129.0 （6.1）

103.5（11.1）

107.3 （3.6）

曲げ弾性率：GPa
平均（標準偏差）

9.4（0.8）

7.2（0.7）

7.1（0.7）

7.4（1.7）

5.7（0.6）

5.3（0.9）

図5 クリアフィル マジェスティESフローのフィラーは、他社製品と比較しても極めて微細
であるとともに、ユニークな発想から構成されていることがわかる。これが、クラレノリタ
ケデンタルの技術力である。

Clearfil Majesty ES Flow

他社製品A 他社製品C

他社製品D 他社製品E
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特 集

＜症例1＞歯頸部修復
フロアブルレジンの適応を考えると、やはり歯頸部

欠損症例が思い浮かぶであろう。確かに、これまでの
ユニバーサルタイプのレジンペーストとは異なり、フ
ロアブルレジンの使用感には優れたものがある。とは
いうものの、充填の前準備としての歯肉圧排、アド
ヒーシブ塗布後のエアブローや光照射など、確実に行
うべきステップがある（図6～11）。
とくに、アドヒーシブ塗布後のエアブローに関して

は、確実な歯質接着性を獲得するためにも十分留意す
べき点といえる。
次いで、フロアブルレジンの填塞操作に移るのであ

るが、この時のチップ先端の位置づけが臨床的には重
要になる。チップ先端は、切縁寄りの窩縁に位置づけ
てレジンペーストを填塞するようにするのがコツであ
る（図12）。そうすれば、レジンペーストが自然なカウ
ンターを持ちながら窩洞になじむはずである。
このように修復操作を行えば、その後の形態修正や

研磨操作は、極めて短時間で終了するはずである（図13
～15）。

クリアフィル®マジェスティ® ESフロー

図15 クリアフィル マジェスティESフローのフィラー
特性によって、容易に光沢感を得ることができる。

図12 レジンペーストの填塞時には、アプリケーター
チップ先端を切縁寄りの窩壁に沿わせるように行う。

図13 光線照射は窩洞に可及的に近接させて行う。 図14 形態修正および研磨を行う。

図9 窩洞形成を終了する。 図10 十分な量のアドヒーシブを塗布する。 図11 エアブローを行うが、この際エアの反対側で
バキュームをあてがう。その後、光照射を行う。

図6 歯頸部楔状欠損症例。 図7 歯肉圧排コードをポケットに挿入することで、
欠損部を明視化するとともに歯肉溝浸出液の洩出を
防止する。

図8 歯面を一層削除する。

■ 4. クリアフィル マジェスティESフローの
臨床

p010‐013̲toku2̲miyazaki̲DM  13/04/19  14:04  ページ 12



13

＜症例2＞臼歯部修復
クリアフィル マジェスティESフローは、臼歯部修復
でその威力を間違いなく発揮する。とくに、MIを意識
した修復では、ペーストの操作性はこれを支援する最
大のものといえる。
冷水痛を主訴としているこの症例では、旧修復物を

除去しクリアフィル ボンドSE ONEでの処理後に（図16
～21）、マジェスティESフローを窩洞の部位ごとに填
塞している（図22～27）。
一見すると、填塞する回数が多く感じられるかもし

れないが、逆にこの手法を用いることで、いとも簡単
に臼歯部の咬合面形態を整えることができる。

フロアブルレジンは、現在の歯科治療における基本
的概念であるMinimal Interventionを支える修復材のひ
とつであると捉えられる。これまでの充填器を用いて
は対処できない窩洞も、フロアブルレジンの流れる性
質を応用することで容易に修復できる。さらに、その
操作性とともに機械的性質がきわめて良好なところか
ら、臼歯部咬合面窩洞への応用も可能となっている。
今後の歯冠修復歯治療に、大きな変革をもたらす製品
となることであろう。

CLINICAL REPORT

図25 レジンペーストを填塞した後に、主溝に沿っ
て充填器を動かすことで賦形する。

図26 咬合面の研磨は、ブラシ状の研磨材などを用
いると便利である。

図27 咬合調整はほとんど必要とせず、極めて短時
間で修復を終了することができる。

図22 クリアフィル マジェスティESフローを、窩洞
の近心部に填塞し、探針状の充填器（MMステインア
プリケータなど）を用いて裂溝部をなぞる。

図23 中心窩付近にレジンペーストを填塞し、同様
に賦形する。

図24 窩洞の遠心部分にレジンペーストを填塞して
いく。

図19 ボンドSE ONEは、シングルステップのセルフ
エッチングシステムの中でも、安定した歯質接着性
に定評がある。

図20 アドヒーシブを窩洞に塗布し、10秒間放置し
た後にエアブローを行う。

図21 アドヒーシブへの光線照射も、確実な接着性
獲得には重要なステップである。

図16 旧修復物周囲に褐線が認められるとともに、
一部で体部破折している。

図17 径の小さなダイヤモンドポイントを用いて窩
洞形成を行う。

図18 歯質切削は、最小限にとどめるように心がけ
る。

■ 5. おわりに

「クリアフィル マジェスティ ESフロー」を用いた症例の動画がご覧頂けます。
パソコンからの方は下記アドレスにアクセスして下さい。
デンタルプラザ ビデオライブラリー
http://movie.dental‑plaza.com/promotion/165/
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